
令和８年度 所沢市民文学講座（全６回） 

今『遠野物語』を読むー柳田國男の思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日程と各回のテーマ 

第１回：６月１８日（木）   『遠野物語』刊行前後の社会と柳田の執筆意図 

第 2 回：７月２３日（木）   柳田國男と佐々木喜善 

第 3 回：９月２４日（木）    

第 4 回：１０月２２日（木）  「山の神」「魂の行方」など「題目」として分類された 

第 5 回：１１月２６日（木）  テーマごとに一つひとつの話を順不同で読んでいきます 

第 6 回：１２月１７日（木）     

●時 間 ： 毎回午後２時から４時まで（途中休憩あり） 

●会 場 ： 所沢まちづくりセンター（中央公民館） 学習室８・９号 

       （所沢市元町２７番地５号 TEL : ０４－２９２６－９３５５） 

●講 師 ： 及川 道之先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加費 ： ３，０００円（６回分） 

●定 員 ： ６０名（申込多数の場合は抽選） 

●申込方法 ： 往復はがき（１人１枚）に、氏名、性別、住所、電話番号を記入のうえ 

５月２０日まで 下記宛にお申込み下さい。（６回とも参加可能の方） 

〒359-0045  所沢市美原町２－２９６６－１－１００４  山田 武 

●お問い合わせ： 山田 武（サークル「漆の実」代表）TEL：０９０－４０１９－７１１１ 

●主 催： サークル「漆の実」（文学に親しむサークル） 

 共 催 : 所沢まちづくりセンター（中央公民館） 

柳田國男は、市井に暮らす人びと（＝常民）の歴史を探ることを終生のテーマとしました。 

世界恐慌ならぬ「世界強行」が毎日のように繰り返される昨今ですが、一度立ち止まって（教

科書に取り上げられることの少ない）近代化以前に生きた人びとの日常の「心の有りよう」を

身近に感じることで、「日に日に世界が悪くなる」（NHK 連続テレビ小説「ばけばけ」主題

歌）状況に抗うと述べると大袈裟な物言いになりますが、適度な距離を保つことができるので

はないでしょうか。読書は一人ひとりに気づきの機会を与えてくれます。昔話・怪異談などの

聞き書き集『遠野物語』を通して人間学としての文学を存分に味わいましょう。 

１９５５年生まれ。岩手県釜石市出身。神奈川県大磯町在住。 

秋草学園短期大学名誉教授 

日本文学風土学会代表理事 

書籍等出版物 

枕草子大事典〜複数の項目を担当 

文学と風土（共著）        

歌語り歌物語事典〜『日本書紀』担当 

湖沼の文学（共著） 「宇治」豊饒の文学風土（共著） 

柳田國男 生誕：明治８年（１８７５年） 

死没：昭和３７年（１９６２年）８７歳 

 兵庫県出身 東京帝国大学法科（現東京大学法学部）卒業 

農商務省官僚を経て貴族院議員を務めた。 

 日本学士院会員、日本芸術院会員、文化功労者、文化勲章受章 

 日本民俗学の祖と称され『遠野物語』『蝸牛考』『妖怪談義』等の

著書がある。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%AD%A6%E5%A3%AB%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%8A%B8%E8%A1%93%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96%E5%8A%9F%E5%8A%B4%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96%E5%8B%B2%E7%AB%A0

